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料理レシピの検索と栄養バランスの分析による食生活支援システム 

―健康で楽しい食生活のための支援システム― 

 

１． 背景 

 食生活は健康の基本である．正しい食生活とは栄養バランスのとれた食事をとることで

ある．過食や偏食といった偏った食生活をしていると「生活習慣病」や「メタボリックシンド

ローム」といった病気を引き起こす可能性もある．また，本人が気付かないだけで不健康

な食事をしていることがある．栄養バランスのとれた食事をとるには，食事内容や栄養バ

ランスが重要となる．近年では食事の記録をつけ，それを振り返ることで食生活を改善す

る方法が実践されている． 

 

２．目的 

 食生活を自動的に管理し支援することを目的とする．具体的には，レシピ検索，「食事

の日記」の可視化，レシピの推薦を統合的に行うシステムを開発する． 

 

３． 開発の内容 

本プロジェクトでは，食生活の支援を目的として，レシピ検索，「食事の日記」の可視化，

レシピの推薦を統合的に行うシステムを開発した．また，被験者を用いた実験を行い，本

システムの有効性を示した． 

３．１ システムの概要 

開発したシステムの概要を図 1に示す．本システムには 3つの機能がある． 

 

 
図１ システムの概要 

 

「レシピ検索」では，栄養バランスに基づいて，複数の料理を組み合わせて検索するこ

とができる．さらに，材料が似ている料理や調理手順が似ている料理も検索することがで

きる．ユーザがこれから作る料理や既に食べた料理と同じ料理を選択すると，料理レシピ

の材料と分量に関する情報から栄養バランスが計算され，「食事の日記」に追加される．
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検索しても見つからない場合は，ユーザがレシピを登録することができる．「食事の日記」

の可視化では，「食事の日記」からユーザの栄養バランスを分析し，グラフで可視化する．

これにより，ユーザが自分の食生活を振り返り，食生活における問題点を発見することが

できる．さらに，「レシピの推薦」では，栄養バランスが改善されるようなレシピをユーザに

推薦する． 

３．２ システムの実行例 

 システムのトップページを図 2 に示す．図 2 には，2009/07/07 に食べた料理の一覧が

表示されている． 

 

図 2 システムのトップページ（食事の日記） 

   

レシピ検索のトップ画面を図 3 に示す．上の段にあるレーダーチャートは栄養バランス

を表している．6 つの頂点が赤枠に近づくほど栄養バランスが良い．下の段には検索条

件の入力フォームがある．ここでは，料理名や材料などの検索条件を入力する． 

 

図 3 レシピ検索のトップ画面 
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レシピ検索した結果を図 4 に示す．検索結果には，その料理を食べた場合の栄養バラ

ンスや献立（複数の料理の組合せ）としての栄養バランスがグラフで表示される．ユーザ

は栄養バランスのグラフを確認しながら料理を選択することができる． 

 

 
図 4 レシピ検索の結果 

 

料理を選択していくと例えば図 5 のような献立が完成する．このように栄養バランスの

観点から見て理想的な献立を簡単に作成できる． 

 

図 5 作成した献立の例 

 

 また，「食事の日記」の可視化の画面を図 6 に示す．ここでは，「食事の日記」に記録

されている栄養バランスを 1日，1週間，1ヶ月，1年単位のレーダーチャートで見ることが

できる． 
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図 6 栄養バランスに関するグラフ 

 

４．従来の技術（または機能）との相違 

Web 上にある食事を記録し，見直すためのサービスとして，例えば，ユーザがダイエッ

トをWeb上で管理できるサイトや，食事と運動の内容を入力すると，生活改善のためのア

ドバイスや食事バランスなどが表示されるサイトがある．しかし，既存のサービスではユ

ーザが必要な情報をすべて入力しなければならない．さらに，栄養バランスを考慮するた

めに，ユーザが食事に含まれる栄養素をそのつどグラム単位で計算し，記録する手間が

かかる．また栄養バランスに関する情報は専門家のノウハウを投入しており，自動化され

ていない． 

 

５．期待される効果 

本システムは健康的な食生活を送るための支援を行う．また，本システムのレシピ検

索は，既存のレシピ検索とは異なり柔軟な検索ができる．これにより栄養バランスや種類

の豊富さを考慮した検索ができ，食生活をより豊かにすることができる． 

また，近年「メタボリックシンドローム」が社会的な問題として認知されている．これは，

内臓脂肪型肥満によりさまざまな病気が引き起こされやすくなる状態をさす．メタボリック

シンドロームの予防策と改善策の一つに「食生活の見直し」がある．本システムを利用す

ることで，メタボリックシンドロームの予防や改善につながる可能性もある． 

 

６．普及（または活用）の見通し 

現在，システムは著作権等の問題があり，Web 上で特定の人のみにユーザ ID とパス

ワードを配布して公開している．問題が解決し次第，一般公開する予定である． 
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